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Ⅴ まちづくりの重点的取組 

 

 めざすまちの姿を実現するための目標を市民と行政で共有し、市民とともに

次の項目に優先的に取り組みます。 

 

(1) 安心して暮らせるまちづくり 

① だれもが安心して子育てできる環境を整えます。 

少子化の時代にあって、都市の活力を持続的に維持し、活性化していく

ため、未来を担う子どもたちを安心して産み育てることができる子育て環

境や、子どもたちが自分の人生を描き切り拓いていく、社会を生き抜く力

を育む教育環境の整備を進めます。 

そこで、妊娠・出産・子育てに対する切れ目のない支援や、地域の実情に

応じた保育サービスの充実、仕事と子育ての両立の支援、さらには、小中

学校等における教育環境や教育の質の向上や多様な学習機会の充実など、

社会全体で子どもたちの健やかな成長を支援します。 

 

②「おたがいさま」で支え合う地域コミュニティを形成します。 

人生１００年時代を見据え、だれもが、住み慣れた地域で安心して暮ら

し続けることができるように、地域コミュニティを維持します。そして、

多様な世代が地域の中で一緒に暮らし、地域活動や子育て支援にも参画し、

健康で生きがいをもって暮らすことができる「健康で暮らしやすい生活都

市」をつくります。 

そこで、校区単位の健康まちづくりなどによる健康寿命の延伸に取り組

むとともに、高齢者の社会参画や校区自治協議会を中心とした地域活動に

対する支援の充実、見守りが必要な子どもや高齢者のための地域包括ケア

システムの深化・推進など、地域住民がお互いに支え合う絆づくりに取り

組みます。 

 

 

(2) ずっと住みたいまちづくり 

① だれもが移動しやすく暮らしやすい都市をつくります。 

本市は、利便性の高い公共交通沿線に人口の約半数が住み、商業施設や

医療機関などの都市機能が充実した、暮らしやすい都市です。一方で、市

内中心部における自動車の平均速度が三大都市圏を除く政令指定都市の中

で最も遅いなど、交通渋滞が深刻化しています。 

超高齢社会や本格的な人口減少社会を迎える中で、九州の中枢中核都市 
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としての都市機能の維持と、市民生活の利便性を確保するため、道路網の

整備と公共交通網の再構築に取り組みます。 

そこで、公共交通と自動車交通の最適な組み合わせにより、あらゆる人

にわかりやすく利便性の高い交通体系に再編するとともに、高度な都市機

能が立地した中心市街地と日常生活に必要なサービスが整う地域拠点を、

利便性の高い公共交通などで結ぶ多核連携都市の形成を促進していきます。 

 

② 雇用機会を創出し、熊本に住み働ける環境を整備します。 

本市においては、１０代から３０代の若者が、学びの場や働く場を求め

て市外に転出する例が多くなっています。大学や就職で市外に転出した若

者や子育て世代、第２の人生を歩む世代などを本市に呼び込み、多くの人

に本市に住み続けてもらうため、安心して働ける場づくりを進めるととも

に、所得の向上を目指します。 

そこで、企業誘致の推進や産業人材の育成を図るとともに、成長産業や

農水産業の振興、経営支援や創業支援、中小企業支援、商業・サービス業の

活性化など地場産業を振興し、雇用の場の拡大に取り組みます。 

 

 

(3) 訪れてみたいまちづくり 

① 伝統文化とエンターテインメントが共鳴するにぎわいを生み出します。 

九州中央に位置する拠点性をいかしながら、交流人口の増加を図るため、

地域経済の活性化や雇用の創出はもとより、中心市街地のにぎわいづくり

や熊本城の着実な復旧とその過程の戦略的な公開など、歴史・文化をいか

したまちづくりにより都市全体の魅力を向上させ、その魅力を積極的に発

信します。 

そこで、熊本城ホールなどを活用したＭＩＣＥ誘致や熊本駅前の再整備

などにより、中心市街地の求心力を高めます。また、熊本城と水前寺成趣

園を「国際観光重点地域」として受入環境を整備するとともに、本市の歴

史や伝統文化を継承・発展させ、芸術・文化・スポーツなどのエンターテイ

ンメント機能を充実することによって、国内外からの観光客をはじめ、多

くの人が集う九州中央の交流とにぎわいの拠点づくりに取り組みます。 

 

② 人と自然が共生する恵み豊かで持続可能なまち熊本を発信します。 

人口５０万人以上の都市で水道水源を１００％地下水で賄っている都市

は、日本で唯一、本市だけであり、世界的に見ても稀少です。また、本市

は、明治の文豪夏目漱石が「森の都」と称した緑豊かな都市であり、この恵

まれた自然のもと、安全でおいしい農水産物が生産されており、これらの
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自然環境や資源を将来にわたって大切に保全していきます。 

そこで、豊かな自然の恵みあふれる「地下水都市・熊本」、「森の都」をス

トーリー性をもって整備するとともに、日本一の園芸産地を目指してＩＣ

ＴやＡＩ技術を活用したスマート農業を推進し、熊本の豊かな農水産物を

広く発信していきます。 

 


